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「自分」をテーマに制作した
スカーフとパッケージ

スカーフの柄は昔習っていたバレエで一番印象に残っている
発表会の思い出を絵描きました。
パッケージはこのスカーフを販売すると想定し
制作したものです。
バレイ用品店に来る子に手に取ってもらえるような
デザインに、
また発表会のプレゼントとしても買ってもらえるように
華やかに仕上げました。

スカーフのデザイン

パッケージの仕組み

スカーフのしまい方 3種類のパッケージデザイン

自分をテーマに約 12 年間習っていたバレエの発表会の思い出を描きました。
トウシューズの周りを 4 人のバレリーナがくるくると花と一緒に舞うような
柄をデザインしました。

開け方はバレリーナを上につまみ上げながら、下の意匠となっている部分を
横に引っ張ると、パッケージが花開くように開けられる仕組みとなっています。

パッケージのバレリーナにリボンがついています。スカーフをパッケージに
入るサイズに畳んだらそのリボンで巻くと
綺麗にパッケージに収まるようになっています。

勝俣　遥

ピンク色のパッケージは眠りの森も美女がモチーフに
なっています。他にも、白鳥の湖と
くるみ割り人形の柄も制作しました。

スカーフの柄とパッケージの柄が
合うようにデザインしています。

パッケージを吊るす
とくるくると回転します。

SCARFSIZE

歪みあり歪みなし

公園に置いたイメージ→
展示会のイメージ←

大型めいろ
体験型インスタレーション

のあいだ
工芸と工業ののあいだをテーマにガラス加工の可能性を探りました。

インターンの中で三芝さんの工場を見学し、金型加工の技術の高さ

を知りました。毎日の温度管理や金型から作っている姿は、

ガラスというよりも生き物を触っているようでした。

工場見学から三芝さんの加工技術自体が職人技のようであり、

加工技術自体が工芸だと言えると考え、そんな加工ガラスの凄さを

多くの人に体感してもらえるようなアイデアを模索しました。

ガラス

ゆがみ
× 課題点

特徴

屋外と屋内の展示

大型めいろは屋外と屋内を想定しました。
迷路の中に入ると加工ガラスが重なるので、違った表情を
見れることができます。屋内は組み立て式を考えました。

屋外の展示は天気や周りの風景によって違う雰囲気に
見えると考えます。屋内は光をコントロールできるので
ガラスによって違う影をより表現できると考えます。

ガラスを扱うので安全面がとても大切になります。
小さいお子さんでも触っても倒れないような構造
を考えることが課題となります。

未来
巨大迷路でイベントを起こしたり、
フォトスポットとして広がり SNS で
世界に加工技術が広がればと思います。
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